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 課所名 教育総務課 

会 議 名 第3回 ゆめスクールプラン南部地区推進委員会 

開催日時 令和5年12月15日（金）  午後7時00分  から  8時30分まで 

出 席 者 

 

（委員）（敬称略） 

植松まどか、笠原俊司、松岡聡、小泉純子、赤羽素乃、百瀬美津穂、村瀬裕美、 

三澤淳志、根橋ほなみ、後田高幸、市川寿、實吉和代、松木文夫、髙井秀一、和地忍、 

武田順勝、小畑美香、伊藤梢、早川匡代、今井香奈子、関基、笠原敏彦、伊藤隆、 

平林範和 

（オブザーバー）教育委員 

岩波健一、玉本広人、草間良子、今井みどり 

（事務局） 

三輪晋一教育長、細野浩一次長、小林純子課長、茅野光徳係長、橋本大智主任、森崇係

長、藤森聡史主査、三村昌弘指導主事、溝口純永指導主事 

（傍聴者） 

11名 

資   料 

次第 

資料   「高校改革～ 夢に挑戦する学び～」について 

資料1  課題と解決するためのアイデア 

資料2  基本構想策定に向けた今後の進め方について 

資料3  基本構想策定のための検討項目の整理 

資料4  基本構想策定に向けた今後のスケジュール（案） 

協議議題（内容）及び会議結果（要旨） 

（進行：教育総務課長） 

１ 開  会 

２ 教育長あいさつ 

・「学校づくり」は二つに分けることができると思う。一つ目は「どのような教育を実現するか」というこ 

と。学習指導要領による一定の水準の上に、それぞれの学校の伝統や、その地域やそこに通う子供 

たちの様子から更に広げたり深く追求する部分などの特色ある教育を加えて作り上げていく。 

・二つ目は、一つ目の教育を実現するために、どのような施設環境を実現していくのかということがあ 

る。それらの二つを総じて「学校づくり」を考えていく必要がある。 

・本日は県内で進んでいる高校改革や高校における学校づくりについて皆さんと共有して、私たちが 

進めていく学校づくりについて考えていきたい。小中学校と高校ということで私たちにとっては違うか 

もしれないが、子供にとっては、学びという観点からすると、どういう方向性に向かっているのかとい 

うことを共有して進めるべきだと思う。 

３ 長野県の先進事例 「高校改革 ～夢に挑戦する学び～」 

（長野県教育委員会 高校教育課 

高校再編推進室 主幹指導主事 栁澤 弘蔵 様 

施設係 課長補佐兼施設係長  塚田 俊樹 様） 



・資料 『「高校改革～ 夢に挑戦する学び～」について』により説明 

【質疑応答】 

・再編により利用しなくなった学校の校舎や敷地の活用方法について事例等があれば教えていただ 

きたい。 

 →総務部の財産活用課が一括して管理し活用について検討している。例えばある高校の跡地で

は、地元自治体と話をして運動施設を作るような計画を検討しているが、具体的なところには至っ

ていない状況である。 

・校舎の設計をＮＳＤプロジェクトにより進めているとのことだが、実際に建設するとなったらデザイン 

性が高くなる可能性があり、費用面について、補助金も充てると思うが、その見積りや予算化などの 

点で話せる範囲で教えていただきたい。 

 →現在一番先行している高校でも基本設計が終わった段階で、正確な工事金額は実施設計が完了 

しないと算定できないため、現時点では回答が難しい。また、ここ数年労務単価や資材単価が急 

激に上がっており、個人的にはそういった影響を心配している。 

４ 再編整備を進めるに当たって グループワークで出された課題と解決するためのアイデアの共有 

（事務局）資料Ｎｏ1により説明 

・前回の委員会でグループワークにより再編整備を進めるに当たっての課題と解決策のアイデアを 

集約し説明 

５ 基本構想策定に向けた今後の進め方について 

（事務局）資料Ｎｏ2-4により説明 

・ワーキンググループの設置を含めた今後の進め方について説明 

【質疑応答】 

・児童生徒へのアンケートはどのような内容を予定しているか。また、どのような方法でアンケートを 

行うのか。 

→子ども達がどんな学校にしたいか、どんな学びをしたいかといった観点から作成したい。実施方 

法については一人一台端末を使い、端末の操作の習熟度を考慮し、低学年は選択式の問いにす 

るなど発達段階に合わせて回答しやすいようなものとしたい。 

・資料Ｎｏ4のスケジュールを見て、基本構想の策定から逆算をすると、ワーキンググループで結構具 

体的なところまで整合をとった形で落とし込まないといけないのではないかと思う。そのため、ワー 

キンググループの内容や最終的なアウトプットのイメージを事前に示していただけると、委員が前も 

って考えてくることができ、スムーズに進むのではないかと思う。事務局にはそういった準備をお願 

いしたい。 

 →ワーキンググループの具体的な進め方や検討をお願いしたいことを早めにお示ししたい。 

６ 次回推進委員会の開催について 

（事務局） 

・ワーキンググループは 2月16日（金）午後7時から諏訪市役所大会議室で開催する。 

・次回の委員会は 3月11日（月）午後7時から諏訪中学校で開催する。 

７ そ の 他 

８ 閉  会 

【全体での質疑意見】⇒なし 

 


